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資料ー１

第１号議案

平成19年度事業報告並びに収支決算報告，監査報告に関する件（案）

平成19年度事業実施報告書
（平成19年４月１日～平成20年３月31日）

Ⅰ 事業の概要
１　教育に関する機関誌等の発行　　　　　　　　　　　　 （執筆者等　敬称略）
（1）「茨城教育」の発行
・編集の基本方針
公平・公正さを堅持しつつ、広く県民の教育世論を掲載し、現下の教育の改善充
実に資する。
・編集委員会
執筆者の推薦、編集内容についての審議
・発行回数 年度内３回
・購読者を対象としたアンケート調査を実施し，一層の誌面の改善に資する。

①第824号（６月20日発行，6600部）
◎特集主題 「今、失ってはいけないもの」

――伝え合う言葉の力をつける――
・私の好きなことば
「大きな夢は、 常陽銀行頭取　鬼澤　邦夫
誰でも出来るけれど、誰もやらない
ごく小さな　身近な努力から実現する」

・巻頭言
「日本人としての生き方を考える」 茨城県教育会会長　小貫　紀久
・論　説
「今、失ってはいけないもの」 茨城大学教育学部教授　橋浦　洋志
「ことば」に依って立つ
・研究実践レポート
「自らの考えや思いを伝え合い、豊かに表現できる子の育成」

国語科『話すこと、聞くこと』の学習を中心にして
高萩市立君田小学校教諭　遠藤　直美

「自分の考えが分かるように話す能力を育てる　　　　
国語科の学習指導の在り方」 神栖市立深芝小学校教諭　谷田川千明

「自分を見つめ相手を見つめ、絆を深める道徳の時間」
守谷市立愛宕中学校教諭　鈴木　範子

・教育相談室から『子どもの声』
「子どもと向き合うこと、それは同時に親と向き合うこと」 小学校教諭
「引きこもりからの脱出～寄り添いながら～　　　　　　　　　　　教育相談員
「母と子の心の叫び」 小学校教諭
・ひろば 「先生、大丈夫だよ」 水戸市立下大野幼稚園教諭　矢口　明子
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「有言実行」 前神栖市ＰＴＡ連絡協議会会長　塙　　展道　
「『いいあせかこう静の子』を合言葉にして」 境町立静小学校校長　倉持　　博
・随　想
「絵本への思い」 坂東市立岩井第二幼稚園主任　倉持　久子
「学校と地域の関係」 株式会社大矢呉服店代表取締役　大矢　義和
「あのねママ」 日立市立大沼小学校教諭　藤田　博隆
「右のポッケにゃ夢がある」 鹿嶋市教育委員会教育委員　谷田川節男
「三分の理では・・・」 つくばみらい市立図書館館長　菊地　邦夫
「第３学年２組学級通信第192号――同窓会に寄せて――」

結城市立結城南中学校　第二学年　主任　渡辺　信之
「伝え合う言葉の大切さ」 茨城県立水戸第三高等学校教諭　川内　孝雄
・後輩に託す応援歌
「一生を学びつづける」 水戸市・賛助会員　宇野　四樹
「次代を担う子どものために～豊かな教育的感性を持って～」

日立市・賛助会員　樫村　重幸
「規矩作法守り尽くして破るとも離るるとても本を忘るな」

潮来市・賛助会員　高村　孝之
「教育も鈍感力をもって」 稲敷市・賛助会員　池上　眞人
「『和』と『話』を大切にして」 常総市・賛助会員　石綿由紀子
「武士道再評価」 水戸市・賛助会員　根本　明徳
・わがＰＴＡ活動紹介
「『子どものために』を合言葉に積み重ねを」 水戸市立河和田小学校ＰＴＡ　
「地域とともに歩むＰＴＡ活動」 鹿嶋市立鉢形小学校ＰＴＡ
・サークル紹介
「絵本読み聞かせの会『ぐりとぐら』」 鹿嶋市・代表　春日　幸子　
――声の文化は地域文化の創造――

・文化施設めぐり
「大洗わくわく科学館」 東茨城郡大洗町港中央12 電話 029-267-8989

・茨城県教育会だより
「平成19年度社団法人茨城県教育会の事業計画等」

②第825号（10月20日発行、6600部）
◎特集主題 「今、失ってはいけないもの」

――規範意識を高める――
・私の好きなことば
「教師は普遍的なものをめざして努力する。しかし　児童生徒は個々特殊の人間
である。」 筑波大学・茨城大学名誉教授　高久　清吉

・巻頭言
「電車の中から」 本会副会長　大金　文郎
・提　言
「規範意識を育成するための一考察」 本会理事　斎藤　　晃
「子どもたちの規範意識をどう高めるか」 本会理事　新谷　茂生
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・研究実践レポート
「伝え合う力を高め、問題を言葉で解決する指導の充実」

――小学校五年学級指導「友達関係をよりよいものにしよう」の指導を通して――
筑西市立長讃小学校教諭　篠崎　和也

「道徳の時間が楽しくなるための工夫・改善
――主体性を育て規範意識を高めるを通して――

笠間市立笠間中学校教諭　西野　勝美
「高等学校における在り方生き方教育」
――将来にわたってよりよく生きるために――

茨城県立岩井西高等学校校長　玉田　　覚
・教育談話室から〈子どもの声〉
「遊ぶ中での笑いが日々の糧に」 幼稚園教諭
「些細なことでキレる子と学級の成長を願って」 小学校養護教諭
「子どもは集団の中で育つ」 小学校教諭
・ひろば
「退職して今、思うこと」 前・東茨城郡城里町立石塚小学校長　住谷　里子
「ＰＴＡを考える」 常陸太田市ＰＴＡ連絡協議会長　梶間　郷士
「信じられる世の中へ」

かすみがうら市教育委員会生涯学習課主任　千葉　隆司
・随　想
「出会いに育てられて」 鹿嶋市立第一幼稚園長　江寺　憲子
「幼い頃に夢中になって」

大子町立中央公民館別館　図書館　プチ・ソフィア　星　　有子　
「出会い　そしてふたたび」 常陸太田市立水府幼稚園教諭　平山はるみ
「心を伝える言葉」 潮来市立牛堀小学校保護者　方波見千恵子
「あの頃の思いで」 つくば市立栄小学校長　大森　雅之
「創立五十周年の記念の年に」 古河市立三和中学校教頭　坂入みさ子
「オ出掛ケノススメ」 茨城県立緑岡高等学校教諭　斉藤　昌子
・後輩に託す応援歌
「点、そして線をつくり、面を広める教師の役割」

水戸市・賛助会員　青木　武男
「健やかに生きるために」 北茨城市・賛助会員　鈴木　勝利
「教育改革に乗り遅れるな　　　　　　　　　　鉾田市・賛助会員　額賀　元康
「家庭の教育力向上への挑戦」 かすみがうら市・賛助会員　久保田善二郎
「人の生命を育む美しい地球そして農業」 筑西市・賛助会員　中村　利和
・わがＰＴＡ活動紹介
「地域と一体化したＰＴＡ活動」 常陸太田市立佐都小学校ＰＴＡ
「学校・家庭・地域とともに活動するＰＴＡ」 稲敷市立浮島小学校ＰＴＡ
・サークル紹介
「地に足をつけた音楽活動を――混成合唱団『あひる会合唱団』」

前代表　中島　英俊

○【特集】第59回日本連合教育会研究大会香川大会
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・テーマ「夢に向かって！未来を切り拓く心豊かでたくましい日本人の育成」
・記念講演　演題「人を育てる　　空海の教育理念　　」

講師　東京大学名誉教授　竹内　信夫　先生
・本県提案　第６分科会「保健・安全教育を通した健康教育の推進」

神栖市立横瀬小学校　教諭　金長　良友
・本県参加　茨城県団団長池田　馨　以下70名，事務局３名　計73名
・文化施設めぐり
「どきどきセンター」（鹿嶋市大字粟生字十二神2242－１）電話 0299-84-0778

・俗談平語「あいさつ・敬語・感謝の心」 特別編集委員　軍司　邦夫
・茨城県教育会だより

③第826号（２月20日発行、6600部）
◎特集主題「今、失ってはいけないこと」

――人と人との温かい絆を深める――
・好きな言葉
「初心忘るべからず」 茨城県教育委員会委員長　和田　洋子
是非　初心忘るべからず
時々　初心忘るべからず
老後　初心忘るべからず

・巻頭言
「更なる意識改革と家庭・地域との連携」 茨城県教育会副会長　池田　馨
・提 言
「本物の学校づくりに温かい人間関係づくりがある」

茨城県教育会理事　小貫　幸夫
「子どもたちに人間関係づくりをどう育てるか」

茨城県教育会理事　長沼　憲生
・教育座談会【県南地区】
○テーマ
「今、失ってはいけないこと」

○期　日　平成19年11月16日（金） 午前10時から12時
○会　場　茨城県県南生涯学習センター
○出席者　幼稚園・小学校・中学校教職員及びＰＴＡ関係者・地域教育活動家　

11名
・研究実践レポート
「『こころ』と『こころ』で話そう」

学校法人栄光学園栄光幼稚園　教頭　金子由美子
「生き生きと自分を表現できる児童の育成」
――伝え合い学び合う国語科授業を通して――

利根町立東文間小学校教諭　関　　一彦
「生徒が目的意識をもって観察・実験を行う理科学習の指導の在り方」

――中学校第二学年第一分野「回路と電流」における教具と話し合い活動に工夫を通して――
鹿嶋市立大野中学校教諭　錦織　一宏

・教育談話室から【子どもの声】


